
　
今
年
は
、昭
和
元
年（
1
9
2
6
年
）か
ら

数
え
て
昭
和
1
0
0
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
昭
和
の
時
代
、市
内
で
は
静
岡
鉄
道「
秋
葉

線（
昭
和
37
年
廃
止
）」と「
駿す
ん
え
ん
せ
ん

遠
線（
昭
和
45

年
廃
止
）」の
２
つ
の
鉄
道
路
線
が
運
行
し
て

お
り
、当
時
の
国
鉄「
袋
井
駅
」周
辺
は
両
路

線
に
乗
り
換
え
る
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。今
回
、昭
和
1
0
0
年
を
記
念
し

て
、「
秋
葉
線
」と「
駿
遠
線
」を
紹
介
し
ま
す
。
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秋
葉
線
と
駿
遠
線

「
秋
葉
線
」は
、新
袋
井
〜
遠
州
森
町
間
の

約
12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
結
ん
だ
路
面
電
車
で

す
。明
治

す
。明
治
3535
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1
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1
9
0
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鉄
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し
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、静
岡
電
気
鉄
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と
合
併
し
、大
正

と
合
併
し
、大
正
1515
年（年（
1
9
2
6

1
9
2
6
年
）に
は

年
）に
は

北
遠
の
水
力
発
電
に
よ
る
電
力
を
利
用
し
た

北
遠
の
水
力
発
電
に
よ
る
電
力
を
利
用
し
た

路
面
電
車
に
変
わ
り
ま
し
た
。

路
面
電
車
に
変
わ
り
ま
し
た
。

「
駿
遠
線
」は
、新
袋
井
駅
か
ら
南
の
田
園

地
帯
を
進
み
、横
須
賀（
掛
川
市
）方
面
へ
延

び
る
軽
便
鉄
道
で
す
。大
正
3
年（
1
9
1
4

年
）に
開
業
し
た
中
遠
鉄
道
を
前
身
と
し
、大

正
14
年（
1
9
2
5
年
）に
は
新
三
俣（
掛
川

市
）ま
で
路
線
を
延
長
し
ま
し
た
。

昭
和
18
年（
1
9
4
3
年
）、静
岡
電
気
鉄

道
と
中
遠
鉄
道
は
他
の
交
通
会
社
と
合
併

し
、そ
れ
ぞ
れ
静
岡
鉄
道
の「
秋
葉
線
」「
中

遠
線
」と
な
り
ま
し
た
。中
遠
線
は
、昭
和
23

年（
1
9
4
8
年
）に
同
鉄
道
の
藤
相
線
と
結

昭和100年企画展昭和100年企画展
「昭和ふくろい途中下車」「昭和ふくろい途中下車」

駿遠線・秋葉線で使われていた道具
や資料を展示しています。
時3月１日（日）まで　午前9
時～午後5時（入館…午後4
時30分まで）　所郷土資料館

新
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ご
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か
十
岡
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名諸　

井

柳　
原

新
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井

芝

新
三
輪

駿遠線廃止の日の新岡崎駅(撮影：小林孝一さん）

秋葉線・駿遠線の　 痕跡を探そう！

新岡崎駅の跡に建つ石碑

昭和15年(1940年)頃、横綱双葉山が乗っ
た客車が、諸井停留所北側の切り割りの坂
道を登り切れずに停車。乗車していた力士
たちが坂の上へ客車を押し上げました。

新幹線のガード下を走る駿遠線

至
新
横
須
賀
駅

Ｎ

秋葉線・駿遠線が
つないだ

昭和のふくろい

昭和 1 0 0 年

東
海
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東
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原
野
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川
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井
駅

4広報ふくろい 2025　令和7年12月

プラットホームが残され
ている五十岡駅跡

柴停車場記
芝駅跡に建つ石碑。大
字浅羽の人々が中心と
なり、貨物の積み降ろ
しが可能な停車場を設
置しました。

浅羽記念公園の小型蒸
気機関車モニュメント

旧浅羽町役場
→本紙22ページ
「ふくろい懐か
しの風景」参照 休館日情報



ば
れ
て「
駿
遠
線
」と
名
前
を
変
え
、袋
井
か

ら
藤
枝
を
結
ぶ
日
本
最
長（
64・６
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）の
軽
便
鉄
道
と
な
り
ま
し
た
。

戦
後
の
足
と
な
っ
た
鉄
道
と
袋
井
駅

昭
和
19
年（
1
9
4
4
年
）の
東
南
海
地
震

に
よ
り
両
路
線
は
大
き
な
被
害
を
受
け
、秋
葉

線
の
支
線
で
あ
る
可
睡
線（
可
睡
口
〜
可
睡
）

が
廃
線
と
な
り
ま
し
た
。

戦
後
、両
路
線
は
食
料
の
買
い
出
し
客
に
多

く
利
用
さ
れ
ま
し
た
。両
路
線
は
、通
勤・通

学
の
足
と
し
て
利
用
さ
れ
た
ほ
か
、秋
葉
山

や
可
睡
斎
へ
の
参
詣
客
、海
水
浴
客
も
輸
送

し
ま
し
た
。貨
車
を
連
結
し
て
、米・茶・繭・

わ
ら
製
品・ミ
カ
ン・カ
キ・メ
ロ
ン・ウ
ナ
ギ

わ
ら
製
品・ミ
カ
ン・カ
キ・メ
ロ
ン・ウ
ナ
ギ

な
ど
も
運
び
ま
し
た
。

な
ど
も
運
び
ま
し
た
。

袋
井
町

永
楽
町

一
軒
家

可
睡
口

山　
梨

平　
宇

山
科
学
校
前

可　
睡

下
山
梨 新

袋
井

両
路
線
か
ら
の
乗
り
換
え
や
貨
物
の
積
み

替
え
で
に
ぎ
わ
っ
た
袋
井
駅
は
、移
動
や
輸
送

の
拠
点
駅
で
し
た
。袋
井
駅
に
降
り
立
つ
と
、

正
面
に
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
駿
河
銀
行
袋
井
支

店
が
出
迎
え
ま
す
。銀
座
通
り（
西
通
り
）を

進
む
と
、昭
和
７
年（
1
9
3
2
年
）に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
橋
り
ょ
う
に
架
け
か
え
ら
れ
た

静
橋
が
あ
り
、周
辺
で
は
盆
踊
り
や
花
火
大

会
な
ど
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。有
楽
通

り（
東
通
り
）に
は
旅
館
や
商
店
が
並
び
、昭

和
40
年（
1
9
6
5
年
）代
ま
で
は
３
軒
の
映

画
館
も
あ
り
ま
し
た
。

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
で

消
え
た
鉄
道

昭
和
30
年（
1
9
5
5
年
）代
に
な
る
と
、自

動
車
の
普
及
に
よ
り
、バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

る
輸
送
が
増
加
し
、鉄
道
の
需
要
は
減
少
し
て

い
き
ま
す
。秋
葉
線
は
、昭
和
37
年（
1
9
6
2

年
）に
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
全
国
的
に
話
題
と

な
っ
た
も
の
の
、同
年
９
月
20
日
に
廃
止
。駿

遠
線
は
、戦
後
に
蒸
気
機
関
車
を
デ
ィ
ー
ゼ
ル

機
関
車
に
改
造
し
て
輸
送
能
力
が
向
上
さ
れ

ま
し
た
が
、乗
客
や
貨
物
の
確
保
が
難
し
く
な

り
、昭
和
42
年（
1
9
6
7
年
）８
月
28
日
に
新

袋
井
〜
新
三
俣
間
が
廃
止
さ
れ
、代
わ
り
に
バ

ス
が
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。秋
葉

線・駿
遠
線
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、昭
和
39

年（
1
9
6
4
年
）に
は
東
海
道
新
幹
線
が
、そ

の
５
年
後
に
は
東
名
高
速
道
路
が
開
通
。こ
の

よ
う
に
、今
日
に
つ
な
が
る
交
通
環
境
が
整
備

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

秋葉線車両と駿河銀行袋井支店（撮影：吉川文夫さん）秋葉線車両と駿河銀行袋井支店（撮影：吉川文夫さん）

秋葉線・駿遠線の　 痕跡を探そう！
昭…市内の公共施設・文化財で、見学できる昭和期の建物

昭 旧中村洋裁学院（国登録有形文化財）
昭和25年（1950年）建築。戦後復
興期の様子を伝える建物で、原野
谷川を渡る秋葉線の車窓からも見
えました。

可睡斎護国塔

可睡線
可睡斎に戦死者を慰霊する護国
塔が建設された明治44年（1911
年）に延長された秋葉線の支線。

澤野医院記念館（市指定文化財）
昭和9年（1934年）に建築された病棟
には、実際に使われていた医療器具
や備品などが展示されています。

昭

至
遠
州
森
駅

原
野
谷
川

原
野
谷
川

宇刈川
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山梨駅
新袋井駅・遠州森町駅とともに駅員がい
た山梨駅は、車庫・修理工場・変電所が集
中する、秋葉線の心臓部でした。昭和37
年(1962年)9月19日の最終電車には当
時の山梨町の町民が多く集まり、盛大な
送別会が行われました。

砂利道を走る秋葉線
（撮影：園田正雄さん）

山梨高等家政学校
昭和32年（1957年）
に廃校した女子の各
種学校。秋葉線で通学
する生徒もいました。


